
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

夏の終わりに初秋を感じさせる爽やかな天候のも

と、今年の鵬雲祭を開催することができました。 今

年のテーマは「一新紀元 *The sky is the limit」

でした。この三日間は、まさに、飯南高校の新たな

息吹と無限のエネルギーを感じさせる学園祭となり

ました。 

例年通り地域に開かれた学園祭を継承し、今年も

たくさんの方々に、ともに参加し、ともに楽しんで

いただくことができました。当日は、保育所、小学

校、中学校、保護者や地域の方など、まさに世代を

超えた大きな輪の中に本校がありました。鵬雲会（卒

業生会）の方々や PTA の皆さんによるによる模擬店

では、焼きそばやカレー、アイスクリームに舌鼓を

打ち、力を合わせた体育祭の玉入れや綱引きでは、

一緒に心地よい汗を流しました。心からの笑顔が弾

ける三日間になったことを、参加してくださったす

べての皆さん、そして応援していただいた地域の皆

様に感謝いたします。ありがとうございました。 

この三日間、生徒諸君の頑張りは予想以上でし

た。先ず発想の豊かさに驚き、一人何役もの割り

当てがある中、いつどこで練習したんだろうと驚

き、そして最後には完成度の高さに驚かされまし

た。そのアイディアは単に流行のみを追うことな

く、若者らしくそれでいてバランス感覚にすぐれ

たものでした。自慢の生徒たち、自慢の学園祭で

した。文化祭に来ていただいた方、そして体育祭

ではテントに入りきれないくらい詰めかけてく

ださった皆さん。生徒だけでの学園祭でなく、皆

さんが一緒になって盛り上げてくださったから

こそ思い出に残る学園祭になりました。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本当に有難うござ

いました。我々は常に皆様の声援に支えられてお

り、この学園祭がこれからも長く開催できますよ

う願っております。今後も本校の教育活動に温か

いご支援とご協力をいただきますようお願いい

たします。 

*空の高さこそが限界になる、つまり可能 

性は無限大である―という意味の諺です。 

生徒が考えてくれました。 
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 当日は、１００名を超える中学生や保護者の皆さんに来校していただきました。吹奏

楽部の演奏、学校紹介ＤＶＤ、授業体験、部活動見学、寮見学等、飯南高校を知っても

らうためにたくさんのことを盛り込み、在校生が中心となって、普段の生活から感じて

いることや本校の魅力を伝えました。 

「パンフレットだけではわからない魅力などをたくさん知ることができて良かった」

という嬉しい感想をいただきました。全体を通して、気持ちのいい挨拶や学年関係なく

仲の良い生徒の姿、明るい雰囲気を感じてくださった方も多かったようです。このよう

な姿や全体の様子も含めて、今後の進路決定の参考にしてもらえたらと思います。   

ＰＴＡスタッフとして参加してくださった保護者の皆さん、ありがとうございました。 

 県外の中学生に飯南町・飯南高校を体験してほし

い！と生徒の有志が一から企画し、今年は８名が参

加しました。川遊び、ヤマメのつかみ取り、しめ縄

作り、志津見ダム見学等を行い、飯南町の良さを満

喫しました。また、谷地区では民泊体験もさせてい

ただきました。参加者達は、「初めての経験ばかり

で感動した！」「飯南町に住みたい！」と嬉しそう

に語っていました。最後に、「来年は飯南高校生と

して一緒にツアーを企画しよう！」と約束をし、ツ

アーが終わりました。町内の皆様には大変お世話に

なりました。 

 寮生の生活は、炊事員や嘱託舎監の皆さんによ

って支えられています。昨年度からは、ホストファ

ミリーの皆さんにも地域の行事等に誘っていただ

き、飯南町の魅力を堪能している寮生です。しか

し、日頃はゆっくりと話す時間が少ないため、毎年

このような交流会を開いていただいています。 

炭おこし等の準備作業やリクリエーションを地

域の方と共に行い、ＢＢＱでも笑いの絶えない楽

しいひと時を過ごしました。改めて、本当に多くの

地域の方に支えていただいていることを感じる場

となりました。ありがとうございました！ 

毎年、３年１組の生徒が生命地域学の一環として、

「ふるさとを幸せな町にするには」をメインテーマと

し、課題研究を行っています。 

 昨年度は１０グループに分かれて様々な分野から

の発表を行いました。その中で、「パプリカをもっと

広めよう～コンフィチュール～」と題し、飯南町の特

産品であるパプリカの六次産業化（商品化）を提案し

た班が、このたび、ラムネ MILK 堂さんのご協力によ

り、提案を実現することができました！！ 

ラムネ MILK 堂さんで８月１４日からパプリカジャ

ム（コンフィチュール）の販売が始まっています。ア

イスにかけてもおいしいパプリカジャムです。販売初

日には、提案を行った昨年度卒業生も店頭での販売を

手伝いました。昨年度、課題研究に真剣に取組んだ結

果が、実現につながりました！ 

今年度も、３年１組の生徒が課題研究に取り組みま

す。１０月１３日には、中間発表会を行う予定です。 

今年３月に飯南高校を卒業した大学生ら有志で

つくる団体「from I（フロム アイ）」が、『夏のふ

るさと飯南町～大学生と遊ぼう～』と題して小学

生を対象にイベントを初企画しました。当日は小

学生１７名、卒業生１７名が集まり、道の駅頓原に

隣接する「冒険の森とんばら」周辺で野菜収穫体

験、ピザ作り、流しそうめん、水鉄砲大会等を行い

ました。 

卒業生は地域に貢献したいという思いを持って

おり、「from I」（代表 津和野勇貴さん）という団

体名にも「飯南町から」「自分から」という思いを

込めているそうです。今は町外に住んでいますが、

「これからも何かやりたい」という気持ちを覗か

せた津和野さん。「地域のために」という思いを持

ち、行動する力を地域や、小学生に見せてくれた卒

業生の皆さん。飯南高校は、卒業生の姿を誇らしく

思います。 

 午前中はあいにくの雨模様で肌寒さも感じるほどでしたが、午後からは天気が持

ち直し、各色の応援合戦や競技は更に盛り上がりを見せました。 

 借り物競争や玉入れ、綱引き競技では、保護者の皆さん、地域の皆さんにも参加

していただきました。応援席からあふれんばかりの皆さんに来ていただき、大きな

声援をありがとうございました！ 

 クラス対抗のミュージックコンテスト、仮装コンテストが行われました。準備期間

の短い中、この日の発表に向けて、クラスが団結して練習をしたり魅せ方を考えたり

しました。各クラスの特色ある発表に、たくさんの笑いと拍手が起こりました。クラ

スメイトの新たな一面が見られ、絆も深まったのではないでしょうか。 

 町内の保育所・中学校、近隣小学校の児童・生徒を

招待し、吹奏楽部の中高合同演奏や、クラスのパビリ

オンを楽しんでいただきました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより月根尾９月号 平成２９年９月１８日発行       島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

１・２年生の希望者２５名が『広島大学を知る』と『学

部の特徴を感じる』の２つのプログラムに参加しまし

た。参加した生徒からは、「今まで知らなかったＡＯ入

試等の様々な入試制度について理解することができ

た」「大学のイメージが具体的になった」「勉強への意欲

がわいた」「今まで知ら 

なかった分野にも目を 

向けることができた」 

等の感想がありました。 

３日（火）２年１組インターンシップ（～５日） 

     １年生国際交流体験学習（～６日） 

１７日（火）球技大会 

広島国際会議場で行われた東京大学主催の説明会に、

１・２年生の希望者８名が参加しました。国立・私立大

学合わせて３１校が参加しており、生徒たちは、それぞ

れが希望する大学説明や個別ブースを訪れました。「個

別ブースでは、自分の興味があることから、どんな進路

があるのかを教えてもらうことができ、とても参考にな

った。進路や毎日の勉強についてより考えていきたい」

「現役大学生の方と話をする 

ことができ、目標ができてモ 

チベーションが上がった」等 

の感想がありました。 

第５８回全日本吹奏楽コンクール中国大会 高等学校 小編成の部 

【演奏曲】斐伊川に流るるクシナダ姫の涙 

平成２９年度テニス新人戦出雲予選 

【女子ダブルス】内川夏々子・内藤真琴ペア 

【女子シングルス】内川夏々子／内藤真琴／奥野佳穂 

募金活動を行いました 

鵬雲祭（文化祭）の中 

で、クッキー販売・募金 

活動を行いました。ご好 

評につき、１日目でクッキーは完売しました。ご協力く

ださった皆さん、ありがとうございました。 

募金とクッキーの売上金、また、文化祭の中の図書委

員会企画の収益金を合わせて、九州豪雨災害の義援金と

して日本赤十字社を通じて被災地へお届けします。 

１９日（木）Ｒ５４清掃活動 

２０日（金）生徒会役員選挙 

２４日（火）校内ロードレース（予備日２５日） 

３０日（月）公開授業週間（～１１／１０） 

部長の小野田太陽くんは、「当日の演奏では、今までやってき

たことを全て出し切ることができた。なかなかまとまらなかっ

たが、話し合いを重ね、気持ちを一つにできた結果だと思う。

このメンバーだからこそ獲れた【金賞】。ここまで来るのにたく

さんの支援をしてもらった。だから、協力してくださった方、

応援してくださった方、全ての方の【金賞】だと思う。」と語っ

てくれました。本当にありがとうございました！ 


